
消 防 災 第 １ ５ ２ 号 

平成３０年８月２３日 

各都 道府県知事 殿

   消  防  庁  次  長 

 （  公  印  省  略  ） 

市町村長の災害対応力強化のための研修の開催について

日頃から、防災・危機管理業務に御協力いただき誠にありがとうございます。

 我が国は、その自然条件から地震、水害などの災害が発生しやすい特性を有しているため、こうした災害がど

こでも起きる可能性があり、災害時には、短期間の内に膨大な業務に対応・処理することが求められ、市町村長

（市長には特別区の区長を含む。以下同じ。）は、リーダーシップを十分発揮し、災害情報の収集、警報避難、応

急活動、被災者支援、復旧・復興など、状況に合わせた的確な災害危機対応を行う必要があります。

しかし、このような災害危機対応は平常時には経験することが困難であることから、その経験が少ない市町村

長がその経験を補うための機会を設けることは、市町村の災害危機対応能力を高め、災害の被害を軽減する上で、

大きな意義を持つものと考えます。

このため消防庁では、市町村長が、災害の警戒段階から発災後に至る重要な局面で、的確かつ迅速な判断・指

示を行えるよう、市町村長の災害対応力の強化を図るための研修を下記のとおり開催することとしました。今回

は風水害をテーマに、各局面において市町村長が特に留意すべき事項を確認しながら、報道発表のシミュレーシ

ョン等も含めた実践的なスキルの向上を図ります。

つきましては、ご多忙の折大変恐縮ですが、貴都道府県内の市町村長あてにご周知いただくとともに、特に、

災害対応経験の少ない市町村長や在任期間の短い市町村長が参加するようお取り計らいいただきますようお願い

申し上げます。 

記

１ 日時

(１) 第１回（主に市長優先）

平成３０年１１月１４日（水）９時３０分～１２時００分

(２) 第２回（主に町村長優先）

平成３０年１１月３０日（金）９時３０分～１２時００分

２ 場所

  全国町村会館ホール（東京都千代田区永田町１－１１－３５）

３ 対象者

全国の市町村長 各回２５名

※特に、災害対応経験の少ない市町村長や在任期間が短い市町村長が参加するようお取り計らいをお願いい

たします。

※参加希望者が募集人数を超える場合、災害対応経験や市町村長在任期間等により調整させていただくこと

があります。ご了承ください。

４ 内容

  別紙「研修概要（案）」のとおり（一部変更になる可能性もあります）。

５ 参加の申込み

・各都道府県は、市町村からの別紙「参加申込書」を取りまとめ、９月１８日（火）までにメールで提出し

てください。なお、参加希望者がいない場合もその旨ご連絡ください。

提出先： bousaityousei@ml.soumu.go.jp 
・会場及び研修内容の関係により、随行者の待機場所の用意はありません。ご了承ください。

（ 担 当 ）
消防庁国民保護・防災部防災課
外囿（ほかぞの）災害対策官、岡戸係長 電話：03-5253-7525 

http://www.fdma.go.jp/concern/law/tuchi3008/pdf/300823_sai152_moushikomi.xlsx


平成３０年市町村長の災害対応力強化のための研修 

研修概要（案） 

〇 研修内容 

１ 開講あいさつ（9:30～9:40） 

   消防庁幹部 

  

 ２ 状況判断、指示シミュレーション「警戒期」 

  Ａ 市町村体制の確立 

Ｂ 避難勧告・指示等の判断と伝達 

 

３ 状況判断、指示シミュレーション「発災・初動対応期」 

Ｃ 大規模災害発生直後の対応 

Ｄ マスコミ対応 

   「報道発表シミュレーション」を含む 

 

 ４ 状況判断、指示シミュレーション「避難生活期」 

Ｅ 避難所の設置・運営 

 

 ５ 閉講（12:00） 

 

『研修のポイント』 

訓練指導員との個別面談方式で、発災の恐れがある段階から発災後３日ま

で、状況を付与し、フェーズごとの意思決定を行う研修です。 

 




